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■中間決算説明を受けての 

 ＦＩＳＣＯアナリストコメント 

 
・2Q決算の小幅増益と赤字転落は一過性であり、ディップとの協業案件が急速に立ち上がっている。通期予想の売上高

7,200百万円（前期比7.3%増）、営業利益270百万円（同23.2%増）は変更されていない。 

 

・長期の株価調整トレンドからは、のれんの損失処理にめどを付け、中長期の計画達成に向けて順調に歩を進めている状

況は、株価に反映されていない可能性が高い。 

 

・なお、数値目標としては、2027年3月期の売上高は82億円、調整後営業利益は5億円以上をオーガニック成長のみで達

成し、新規事業の成長やM&Aにより売上・利益を更に積み上げていくようだ。長期目標には2030年3月期に売上高150億

円・調整後営業利益15億円の達成を掲げている。 

 

・ヤプリ<4168>と比較した成長率などは劣ってきたが、中長期計画の達成へ歩を進めると、アイリッジのパフォーマン

スが比較優位となる可能性もある。ヤプリの2026年12月期へ向けての調整後EBITDA目標は10億円超、CAGRで+16%超

ということになる。アイリッジの調整後営業利益は2027年3月期の数値で+66.7%（2026年3月期予想比較）、2030年3

月期で+49.5%（同）、絶対的な数値でも見劣りしなくなる。ヤプリの時価総額は127億円を上回っており、アイリッジ

のそれは約36億円。ヤプリの評価に収れんすれば、3倍近い株価の上昇となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
 
 
 
 
 

 

 

 

     |21 3 

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT 

FISCO Ltd. 

https://www.fisco.co.jp 

 株式会社アイリッジ 

3917 東証グロース市場 

2025 年 11 月 27 日（木） 

https://iridge.jp/ir/ 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document                       

 

■出演者 

株式会社アイリッジ 

代表取締役社長                 小田 健太郎様 
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■中間決算説明 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

皆様こんにちは。株式会社アイリッジ代表取締役社長の小田健太郎でございます。本日は当社の決算説明会にご参加いた

だき、誠にありがとうございます。それでは、2026年3月期第2四半期決算についてご説明いたします。 

なお、7月1日付で関係会社の株式譲渡を行ったことを踏まえ、本説明資料における金額や前年同期比は、当該関係会社の

売上高および損益を差し引いて算出しております。そのため、過去の決算説明資料に記載している数値と一部異なる点が

ございますので、あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     本日の目次です。本日は項目 1 および 2 を中心にご説明いたします。 
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第2四半期までの累計業績は、売上高が前年同期比7.4％増、調整後営業利益は8,300万円の赤字、親会社株主に帰属する

当期純利益は6億7,200万円の黒字となりました。 

アプリビジネス事業は、EX-DX領域を中心に好調に推移し、前年同期比18.8％増となりました。一方、ビジネスプロデュ

ース事業は、例年下期に発生している大型案件が前年は第2四半期に前倒しで発生した影響から、第2四半期累計では減収

となりました。この結果、連結売上高は前年同期比7.4％増となりました。 

調整後営業利益は、採用を中心とした大規模な先行投資の影響により、8,300万円の赤字となりました。 

また、当期純利益は、関係会社株式の売却益を計上したことにより黒字となっております。 

 

資本業務提携先であるディップとの共同事業をはじめ、EX-DX領域が順調に伸長しており、下期以降もさらなる売上拡大

を見込んでおります。加えて、博報堂との取り組みにおいても複数案件をすでに受注しており、下期の収益貢献を見込ん

でおります。 

 

通期業績予想に変更はございません。採用などの先行投資を今期中の成果創出につなげ、EX-DX領域を中心に売上高のさ

らなる拡大を図ってまいります。また、ビジネスプロデュース事業も通期では計画通り推移する見通しであり、提携先と

の取り組みも順調に進んでいることから、下期は売上・利益の一層の積み上げを目指してまいります。 
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ここからは、今期第 2 四半期決算の詳細についてご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭でも申し上げましたとおり、当社は7月1日付で関係会社の株式譲渡を行いました。これに伴い、当社としては当該関

係会社が行っていた FinTech 事業は第1四半期までは連結対象、第2四半期以降は連結対象外となっております。連結業

績の成長をより適切にご理解いただくため、本資料では FinTech 事業を除いた数値を提示しております。 

 

この前提のもと、連結売上高は30億9,600万円、調整後営業利益は8,300万円の赤字、親会社株主に帰属する当期純利益

は6億7,200万円となりました。 
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売上高の進捗率は、第2四半期単独で22.4％、累計で44.3％となりました。前期は、ビジネスプロデュース事業において

例年下期に発生する大型案件が第2四半期に前倒しで発生した影響で進捗率が高かったのですが、今期は例年並みの推移と

なっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期第2四半期から今期第2四半期にかけての調整後営業利益の変動要因についてです。 

調整後営業利益は、主要取引先であるディップをはじめとした EX-DX領域のサービス提供先の拡大が収益増加に寄与した

一方、EX-DX領域の成長を背景とした20名以上の採用による先行投資、またビジネスプロデュース事業において前期第2

四半期に大型案件を計上した反動などにより、第2四半期累計ではマイナスとなりました。 
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アプリビジネス事業は、主に EX-DX領域の成長により、売上高が前年同期比18.8％増となりました。調整後営業利益

は、採用を中心とした先行投資の影響でほぼ横ばいでした。 

ビジネスプロデュース事業は、第2四半期時点では売上・利益ともに減少しておりますが、下期にかけて案件の積み上げを

予定しており、通期では計画通り推移できる見通しです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期から今期にかけての四半期ごとの売上高推移です。 

第2四半期の売上高は、アプリビジネス事業では EX-DX領域の拡大により引き続き増加トレンドとなりました。 

ビジネスプロデュース事業は、第2四半期では減収となっておりますが、通期では計画通り推移する見通しです。 

また、当社の事業特性として例年下期に売上が偏重する傾向があり、今期も同様の傾向を見込んでおります。 
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原価率は、今期第1四半期より開始した EX-DX関連ソフトウェアの減価償却や採用などの先行投資により、前年同期比で

上昇しております。今後については、採用などの先行投資の成果創出や、EX-DX領域におけるプロダクト収入の増加によ

り、中期的には原価率の改善を見込んでおります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整後営業利益は、前述の理由から第2四半期単独では全セグメントで前年同期比マイナスとなりましたが、通期では先行

投資に対する売上追加獲得などにより、通期業績予想の達成を目指してまいります。 
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販売管理費は、採用を中心とする先行投資に伴い、人件費・採用費などが増加しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社プロダクトを導入しているスマートフォンで、月に1回以上アプリを利用しているユーザー数（MAU）は、大口取引

先1社の解約影響を受けたものの、引き続き平均1億ユーザー超で推移しております。既存取引先の利用トレンドとしても

増加基調が続いております。 
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ストック型収益については、ライセンス料等が順調に推移しました。EX-DX 領域の継続的な契約形態による開発支援案件

の増加や、ストック型収益の積み上げが寄与し、前年同期比 +41.1％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらのページは四半期ごとの業績推移をまとめた資料となっております。詳細は後ほどご確認いただければと存じま

す。 
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続いてバランスシートの状況です。こちらも同様に、後ほど資料にてご参照いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業員数の推移です。9月末時点の連結従業員数は、前期末から22名増加し、254名となりました。以上が第2四半期の業

績に関するご説明です。 
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こちらのページでは、第2四半期に発生した当社のトピックスをご紹介しております。詳細は後ほどご確認いただければ幸

いです。 
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ここからは、主な経営および事業トピックスをご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本内容は、過去に開示した情報も含まれますが、現在の3カ年計画の全体像を改めて掲載しております。今期上期の終了時

点でちょうど計画期間の半分が経過したタイミングであることから、今回は EX-DX領域を中心とした新たな取り組みを中

心にご紹介いたします。 
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左側のグラフは、EX-DX領域の売上高推移を示しております。立ち上げから約1年半で、四半期あたりの売上高は約3億円

弱まで成長いたしました。また右側に記載のとおり、ディップをはじめとした取引先や開発事例も増加しており、今後も

さらなる成長を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

一例としてディップとの共同開発サービス「バイトルトーク」についてご説明します。今年2月末のサービスローンチから

約7か月で、契約社数は1,300社、ユーザー数は3万4,000人となり、当初想定を上回るペースで導入が進んでおります。 

大手ファストフードチェーンをはじめとする飲食系企業を中心に、サービス利用が拡大しております。 

 

 

 

 

 

 



  
 
 
 
 
 

 

 

 

     |21 16 

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT 

FISCO Ltd. 

https://www.fisco.co.jp 

 株式会社アイリッジ 

3917 東証グロース市場 

2025 年 11 月 27 日（木） 

https://iridge.jp/ir/ 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらのページでは、ディップを含む戦略的パートナーシップを締結している各社との取り組み状況をまとめておりま

す。 

博報堂の取り組みでは、合弁会社を設立し、今年4月より営業を開始しております。すでに複数案件を受注し、開発にも着

手しております。主に下期から収益貢献が始まる見込みであり、これまで取引のなかった業界・大手企業様からの引き合

いも増えてきており、今後さらなる事業領域の拡大を見込んでおります。 

沖縄テレビとは、地域企業向けの会員プラットフォーム、具体的にはローカルテレビ局および地域企業を対象とした地域

体験型アプリパッケージの開発を進めております。第1号案件として、2026年春頃を目途に「OKITIVE（オキティブ）ア

プリ」のリリースを予定しております。その後は外部企業への販売展開を行い、2030年までにローカルテレビ局を中心に

30社への導入および事業支援を目指してまいります。 

現段階では、これらの取り組みはまだまだ発展途上ではありますが、本ページに記載していない企業様についても引き続

き戦略的提携を模索しております。顧客企業と共同で事業を立ち上げ、収益の一部をシェアする新しいビジネスモデルが

着実に進捗していると考えております。 

これらの取り組みを通じて、当社は顧客企業に対し「Tech & Innovation Partner」としての役割を強化しているところ

です。 
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ここから先のページでは、今期上期にリリースしたアプリやサービス提供の事例をご紹介しております。詳細は後ほどご

確認いただければと思いますので、ここでは簡単にご説明いたします。 

まず、JR西日本向けの新決済サービス「Wesmo!アプリ」の開発事例です。同社には、これまでも「WESTER」や

「tabiwa」アプリなどの開発支援を行っており、今後も開発パートナーとして継続的にサービス提供を行ってまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらはつくばエクスプレス公式アプリの開発事例です。先ほどの事例も含めて当社は鉄道系には強みを持っており、現

時点ではアプリストアでもGoogle Playで4.2、App Storeで4.8と共に高評価をいただいています。 
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続きまして、LINEを活用した駐車場サービスに関する実証実験の支援事例です。本案件は、当社とグループ会社Qoil（コ

イル）の双方で支援したもので、グループシナジー最大化に向け、今後もこうしたグループ横断の支援事例を増やしてい

きたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは、日本生命アプリへの「APPBOX」導入事例です。APPBOX は大手企業を中心に導入が進んでおり、既存アプリにも組み込

めることから、本支援の実現に至りました。 
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     こちらは、先ほども触れましたディップとの事例です。EX-DX 領域で共同開発を進めているサービス「バイトルトーク」への新機能実

装に関するご紹介となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、沖縄テレビの事例です。こちらは先ほどご説明した内容と重複いたしますので、詳細は割愛させていただきま

す。 
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また、ビジネスプロデュース事業における支援事例として、マーケティング戦略設計からクリエイティブ制作まで一気通

貫でご支援した取り組みをご紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、当社の新規事業であるアサイン最適化サービス「Co-Assign（コーアサイン）」につきましては、第 2 四半期も導入社数が増

加しており、引き続き高い成長率を維持しております。 
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以降のページは、当社の中期経営計画の再掲および会社概要となりますため、説明は割愛させていただきます。 

以上をもちまして、2025 年第 2 四半期決算のご説明とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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重要事項（ディスクレーマー） 

 

株式会社フィスコ(以下「フィスコ」という)は株価情報および指数情報の利用について東京証券取引所・大阪取引所・日本経

済新聞社の承諾のもと提供しています。本レポートは、あくまで情報提供を目的としたものであり、投資その他の行為および

行動を勧誘するものではありません。 

 

本レポートはフィスコが信頼できると判断した情報をもとにフィスコが作成・表示したものですが、フィスコは本レポートの

内容および当該情報の正確性、完全性、的確性、信頼性等について、いかなる保証をするものではありません。 

 

本レポートは、対象となる企業の依頼に基づき、企業への電話取材等を通じて当該企業より情報提供を受け、企業から報酬を

受け取って作成されています。本レポートに含まれる仮説や結論その他全ての内容はフィスコの分析によるものです。 

 

本レポートに掲載されている発行体の有価証券、通貨、商品、有価証券その他の金融商品は、企業の活動内容、経済政策や世

界情勢などの影響により、その価値を増大または減少することもあり、価値を失う場合があります。本レポートは将来のいか

なる結果をお約束するものでもありません。お客様が本レポートおよび本レポートに記載の情報をいかなる目的で使用する

場合においても、お客様の判断と責任において使用するものであり、使用の結果として、お客様になんらかの損害が発生した

場合でも、フィスコは、理由のいかんを問わず、いかなる責任も負いません。 

 

本レポートに記載された内容は、本レポート作成時点におけるものであり、予告なく変更される場合があります。フィスコは

本レポートを更新する義務を負いません。 

 

本文およびデータ等の著作権を含む知的所有権はフィスコに帰属し、フィスコに無断で本レポートおよびその複製物を修正･

加工、複製、送信、配布等することは堅く禁じられています。 

 

フィスコおよび関連会社ならびにそれらの取締役、役員、従業員は、本レポートに掲載されている金融商品または発行体の証

券について、売買等の取引、保有を行っているまたは行う場合があります。 

 

以上の点をご了承の上、ご利用ください。 

 

 

■お問い合わせ■ 

〒107-0062 東京都港区南青山 5-13-3 

株式会社フィスコ 

電話：03-5774-2443（IR コンサルティング事業本部） 

メールアドレス：support@fisco.co.jp 
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